
国
語
プ
リ
ン
ト

（

）

配
布
日

月

日

曜

No.

年

組

番

名
前

～
論
理
的
思
考
を
手
に
入
れ
る
た
め
に
～

意
見
文
を
書
く
④

目
的

み
ん
な
が
相
手
に
伝
わ
る
意
見
文
の
構
造
を
理
解
す
る
。

目
標

み
ん
な
が
意
見
文
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
合
わ
せ
た
文
章
、
理
由
と
結
論
が
結
び
つ
い
た
文
章
を
書
け
る
よ
う
に

な
る
。

（
課
題
）
オ
リ
ジ
ナ
ル
意
見
文
作
成
（
学
年
末
考
査
テ
ス
ト
問
題

字

点
分
）

600

35

「
日
常
性
の
壁
」
の
構
造
を
元
に
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
意
見
文
を
作
成
す
る

以
下
の
論
理
の
構
造
積
み
木
に
合
わ
せ
て
、
構
想
を
練
り
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
意
見
文
を
作
成
し
て
み
よ
う
。
た
だ
し
、

内
容
は
、
構
造
積
み
木
の
Ａ
（
結
論
）
の
よ
う
な
内
容
を
伝
え
る
た
め
の
文
章
と
す
る
。

※
（

１

）
に
は
（

２

）
を
（

３

）
と
考
え
て
い
る
人
を
入
れ
る

「
日
常
性
の
壁
」
の
文
章
を
例

。

に
と
る
と
、

（

１

）
…
…
一
般
的
な
人
み
ん
な

（

２

）
…
…
蛇
へ
の
生
理
的
嫌
悪
感
の
正
体

（

３

）
…
…
人
類
の
太
古
の
記
憶

※
題
材
と
し
て

「
日
常
性
を
簡
単
に
推
測
で
き
な
い
」
た
め
に
、
誤
解
や
嫌
悪
感
や
無
理
解
を
生
ん
で
い
る
も

、

の
を
選
ぶ
こ
と
。

※
文
章
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
は
書
く
内
容
に
よ
っ
て
変
わ
る
が
、
大
枠
は

Ｃ

「
意
見
文
を
書
く
③
」
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
と
す
る
。

Ｂ

Ａ一般的には に（ １ ）
（ ２ ） （ ３とって は
と思われているが、実）

（ １は違う。その理由は
にその「日常性」を推）

測できないからである。

（ ３ ）と思われているが、それは誤
解であり、実は（ ４ ）であるという
ことを書く。

「 ３ ）と思われているが、それは誤解であ（
」 （ ） 。る ということを支える事実 具体例 を書く

「その理由は実は（ ４ ）である」というこ
とを支える事実（具体例）を書く。
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